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2015 年 3 月にはギニア、リベリア、シエラレオネ 3 国で EVD 感染による死亡者数が 1 万人を超
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学者たちが中心となり、情報の共有と発信のためのネットワークがいち早く立ち上げられた［杉
田 2015］。また、フランスの外来病理学会（Bulletin de la Société de Pathologie Exotique）が、「西ア
フリカのエボラ流行からの学び（Les leçons de l’épidémie d’Ébola en Afrique de l’Ouest）」と題した
特集号を企画するなど1、EVD に対する関心が高まっている。 









た。総人口約 1200 万人、総面積約 24.6 万平方キロメートル（日本の本州とほぼ同じ）のギニア
において、これまでの感染者数は計 3786 人（2015 年 7 月 30 日現在）と人口の 0.04%にも満たな
い［WHO 2015］。他方、2014年における未治療のマラリア患者数は 7 万 4000 人と見積もられて
いる ［Plucinski et al. 2015］。筆者の知人関係においても、2014年 3月〜2015年 7月のあいだに、
合計 21 人の死の知らせを受けたが、いずれも EVD ではなかった。かれらは、日々の食費や教育
費の調達、下痢や発熱といった軽症の病気、身近な人間関係のもつれなど EVD以外の事柄で頭を
悩ませていることの方が圧倒的に多い。 













                                                   




リ・コンデ（Saran Moly Condé）氏が主に担当している。 
4 2015年 4月時点での聞き取り（コナクリ）より。 
ギニアにおけるエボラ出血熱の流行をめぐる「知」の流通と滞留 



































                                                   
5 英医学雑誌『ザ・ランセット』（The Lancet）は、2015年 8月 3日、WHO 主導による新規 EVDワクチンの臨床
試験（当時で医療従事者を中心に 7651 人が接種した）の中間結果として、そのワクチンの有効と安全の可能性
を発表した。その後、試験は継続中である。 































 2015 年 7 月 29 日、歌のコンクールがコナクリ中心部で開催された。アフリカのミュージシャ





















                                                   
8 2015年 4月時点での聞き取り（コナクリ）より。 
9 そもそもコナクリでは、地域社会の自治が機能していることが稀である。 
ギニアにおけるエボラ出血熱の流行をめぐる「知」の流通と滞留 
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